
2024年度改訂版 「せとうちエリア」における高付加価値なインバウンド観光地づくり マスタープラン 【サマリー版】 2025年1月

対象エリア ※7県の48市町策定主体

せとうちDMO
・一般社団法人せとうち観光推進機構
・株式会社瀬戸内ブランドコーポレーション

マスタープランの意義・役割

本マスタープランは2023年度に、広域なせとうちエ
リア（兵庫県・岡山県・広島県・山口県・徳島県・
香川県・愛媛県の7県のうち参加自治体48）を
一体的に高付加価値なインバウンド観光地にする
ための指針、各地域の高付加価値旅行者の誘客
戦略の一端を担うものとして定めたもの。今般
2024年度の取組を踏まえて見直しを行った。

地域推進体制

せとうちDMOと各地域が連携をしてエリアの高付加価
値化を実現する中で、せとうちDMOが誘致・受入れ等
に必要な機能を補完する。

ウリ・ヤド・ヒト・アシ・コネの関係性

2024年度の取組を踏まえ、ウリ・ヤド・ヒト・アシ・コネが相
乗的な機能発揮を果たすため、より解像度の高い商流フ
ロー図を念頭に置き、効果的な各施策を実行していく。

【連携した関係者】
せとうち7県、基礎自治体48、DMO・観光協会14、DMC・ランドオ
ペレーター7、交通事業者6
その他、瀬戸内海クルーズ推進会議、中国地方整備局、
関西経済同友会、日本コンシェルジュ協会、
環境省中国四国地方環境事務所、
スーパーヨット誘致協議会、
日本旅行業協会中四国
支部など

累計100以上の関係者

 2025年度の方向性

項目 2024年度の総括 2025年度の方向性

サステナ
ビリティ

せとうちエリアのJSTS-Dロ
ゴ取得団体は14団体

「せとうちサステナブル協議
会」発足とGSTC研修の継
続開催

ウリ
全自治体でブランディング、
戦略素材の選定が完了

戦略素材の積み上げ・磨
き上げと、サイクリング・アー
ト・食・地域産品・クルー
ズ・スーパーヨットの商品化

ヤド
「ホテル誘致・開発相談窓
口」の開設

高付加価値な宿泊施設
の理解促進セミナー、宿泊
施設開発計画策定

ヒト
ガイド育成機関へのヒアリン
グ、コンシェルジュ機運醸成
シンポジウムの実施

スルーガイド育成研修、ホ
スピタリティ人材育成研修

アシ
二次交通（陸）、クルー
ズ、スーパーヨットの現状把
握

ドライバーガイド、空のモビリ
ティの実証事業実施

コネ 「せとうちDMC」の設立
HP・BtoBプラットフォーム
の構築

推進
体制

漢字ブランディング、戦略
素材有識者フィードバック
を通じた連携の実施

参加市町における継続的
なコンテンツ造成支援実施

成果目標（一部抜粋）

項目 対象
2024年
見込

2025年
目標

2026年
目標

2027年
目標

2028年
目標

2029年
目標

2030年
目標

旅行消
費額

せとうち7県外国人 1,835 2,386 2,863 3,435 4,466 5,805 7,500

うち対象5カ国 432 583 729 911 1,230 1,661 2,250

延べ宿
泊者数

せとうち7県外国人 479 599 689 792 990 1,237 1,550

うち対象5カ国 107 134 154 177 221 276 350

（単位 旅行消費額：億円、延べ宿泊者数：万人泊）
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【目指す姿】
●地域全体の目指す姿
 観光による受益が広く地域社会及び経済にいきわたり、経済・
環境・社会の好循環が生み出されている状態

●観光産業の目指す姿
 観光客の来訪数・延べ宿泊数の増加と共に消費額が増え、
観光事業収益が向上している状態

【成果指標】
地域全体の成果指標に来訪者満足度、再訪意向度、住民満足
度、経済波及効果を、観光産業の成果指標には延べ宿泊者数
及び旅行消費額を2030年度まで目標設定した。

対象エリア ※7県の47市町策定主体

せとうちDMO
・一般社団法人せとうち観光推進機構
・株式会社瀬戸内ブランドコーポレーション

マスタープランの意義・役割

広域なせとうちエリア（兵庫県・岡山県・広島県・
山口県・徳島県・香川県・愛媛県の7県のうち参
加自治体47）を一体的に高付加価値なインバウ
ンド観光地にするための指針で、各地域の高付加
価値旅行者の誘客戦略の一端を担う。社会情勢
や地域の実態に合わせて柔軟に都度見直しを図り、
実行性の高いマスタープランとする。

目指す姿と成果指標

【コアゾーン】
せとうちエリア全体のブランドコンセプトは「オーセンティックジャパン：せとうち」。せとうちエリアを４つのコアゾーンに分けて、
水系・地形・文化・生活等から育まれた「その土地ならではの価値」＝コアバリューを深掘りする。※４つのコアゾーン：淡路島
周辺エリア、備讃瀬戸周辺エリア、芸予諸島周辺エリア、防予・周防灘周辺エリア

ディスティネーションブランディング

ウリ
地域のコアバリューを活用して戦略素材を確立し、その
地域でしか体験できない食や体験コンテンツ等のプロダク
トの磨き上げや造成を支援する。

ヤド

二次交通、クルーズ、スーパーヨット、空のモビリティについ
て、受入環境整備等の支援を行う。

コネ

アシ

ヒト
ガイドやコンシェルジュをエリア内に配置できるように観光
人材の育成やネットワーク構築を支援するとともに地域の
人手不足の解消の支援も行う。

地域のストーリーが感じられる滞在価値の高い宿泊施設
の誘致や開発ができるよう支援する。

高付加価値旅行者をせとうちエリアに送客できるようにラ
ンドオペレーター機能を整備する。

地域推進体制

せとうちエリアの各地域とせとうちDMOが連携をしてエリ
アの高付加価値化を実現する。
また、高付加価値旅行者の誘致や受入れ等に必要な
機能をせとうちDMOが補完する。

【地域の戦略素材案】
各地域の共通認識を構築するための手法「漢字ブ
ランディング」により、地域特有の魅力を象徴する漢
字一文字を用いて、その地域のコアバリューを表現す
るとともに、連動する戦略素材案を導き出す。
【ターゲット】
欧米豪の高付加価値旅行者をターゲットに設定。

ウリ・ヤド・ヒト・アシ・コネの関係性

高付加価値旅行者とネットワークを持つコネ、移動に必要
なアシ、食・物販・体験などのウリ、宿泊施設のヤド、それ
らを下支えするガイドやコンシェルジュ等のヒトが、エリア内
で有機的に連携を図ることができる体制を構築する。

取組の方向性

【連携した関係者】
せとうち7県、基礎自治体47、DMO・観光協会14、DMC・ランドオ
ペレーター7、交通事業者6
その他、瀬戸内海クルーズ推進会議、中国地方整備局、
関西経済同友会、日本コンシェルジュ協会、
環境省中国四国地方環境事務所、
スーパーヨット誘致協議会、
日本旅行業協会中四国
支部など

累計100以上の関係者
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